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7HANDS next
シンポジウム、フォーラムと形を変えながら、毎
年12月に開かれた話し合いの場を設けてきました。
昨年からスタ トーしたフォーラムは、HANDSプロ
ジェクトの活動の成果を大きく反映するものとなっ
ています。第一部の学生による劇の上演は大変好
評であり、フォーラムを報じた新聞記事も専ら劇
のことを述べていました！！昨年度開講した授業科
目「グローバル化と外国人児童生徒教育」の受講
生はほぼ倍増しました。「多言語による高校進学ガ
イダンス」や学生ボランティア派遣事業に係る学生
も増えています。劇を企画・運営した学生たちは、
授業や諸活動を通して外国人児童生徒教育に対す
る関心を深めた学生たちです。第二部は、教員向
けの手引書である『必携シリーズ　第一弾』の意
義や課題を多面的に検証する試みでした。昨年 10
月に本学で、11月に真岡市で「多言語による高校
進学ガイダンス」を実施しましたが、第三部ではそ
れを受けて関係者が進学ガイダンスの現状と今後
について話し合いました。このような大きなイベン
トが終わると、大体いつも同じようなことを感じま
す。そんなにスピーディー ではないけれども、意義
のある諸活動を着実に進めてきているなと。そして、
様々な声に耳を傾けながら、この事業をどのように
拡大発展させていくかと。さて、気持ちを切り替え
て、年度末までの作業に集中です。
国際学部　教授
 HANDSプロジェクト　研究代表 田 巻　 松雄
外国人生徒の新たな
　　進路選択の1つとして
たぶんか
共　生
シリーズ
宇都宮大学国際学部国際文化学科 4年 中 島　 久 雄
HANDS 2年目のフォーラムを終えて
2011年 12 月15日に兵庫県立芦屋国際中等教
育学校（2003 年開校）を訪問致しました。中等教
育学校は、中高一貫教育を 6 年間一体的に行う学
校として 1999 年に発足し、その数は年々増加して
います。中等教育学校の最大の特徴は、高校入試
を受けることなく高校の卒業資格が取得できる点
です。そのため、「時間がある学校」として、ゆと
りある安定的な学校生活を送ることができます。
今回、芦屋国際中等教育学校を訪問させて頂い
た理由は、入学時に日本語がほぼゼロの子どもを
受け入れており、どのような取り組みを行い、卒業
に導いているのか興味を持ったからです。
日本語指導では、入学後の最初の 2 年間、集
中的に行うカリキュラムになっています。漢字圏・
非漢字圏の生徒や来日年数など日本語の理解度に
合わせて 2クラスに分けて、外国人講師 8 名（中
国語・韓国朝鮮語・スペイン語・タガログ語に対応）
と日本語教師 5 名が「国語」と「総合学習」の時
間に指導を行っています。
また、進学を希望する外国人生徒が多い点も特
徴です。日本語がほぼゼロで入学してきた彼らに
とって、学習に必要な日本語を身につけ、日本人
生徒と対等に競っていくことは容易なことではあり
ません。今年度までに 2 学年が卒業しましたが、
大学や短期大学、専門学校など外国人生徒全員
が進学している点は驚きです。
一方で、開校して日が浅く課題もあります。
1つは、入学を希望する生徒全員が入学できな
い点です。募集生徒数を超えると抽選になってしま
うことや通学圏外の生徒もいます。昨今では外国
人の定住が散在化しており、第二第三の芦屋国際
中等教育学校が全国各地で開校することが望まれ
ます。
2 つ目は、南米系の生徒が少ないこともあり、南
